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【目  的】  
管内増殖性ループス腎炎の活動性指標としての尿中遊離軽鎖  (free light chain; 
FLC)の有用性について、他の疾患活動性指標との関連および腎臓での FLC 産
生形質細胞浸潤と疾患活動性との関連を評価する事を目的とした。  
【対象および方法】  
2004 年から 2006 年に当院に入院し、文書による同意を得た SLE 患者 43 例を
対象とした。腎生検結果により分類した管内増殖性ループス腎炎  (ISN/RPS 分
類 classⅢ /Ⅳ群 )18 例と非 classⅢ /Ⅳ群 25 例の 2 群で、血清・尿中 FLC 値と疾
患活動性指標（抗 dsDNA 抗体価、尿蛋白 /クレアチニン比、SLEDAI-2K）の関
連を統計的に解析した。また腎生検標本における細胞浸潤の評価として、κ
-FLC、λ -FLC、CD19、CD138 での免疫染色を行い、単位面積あたりの細胞
浸潤の程度を classⅢ /Ⅳ群 5 例と classⅤ群 4 例とで比較した。また治療評価と
して、2009 年から 2010 年に入院した SLE 患者 6 例を対象として、治療前後の
血清・尿中 FLC を測定し比較を行った。  
【結  果】  
尿中 Total FLC(T-FLC)値は classⅢ /Ⅳ群で有意に高値であり、尿中λ -FLC は
非 classⅢ /Ⅳ群 25 例中 13 例で測定感度以下だった。また尿中λ -FLC 値は class
Ⅲ /Ⅳ群で SLEDAI-2K、抗 ds-DNA 抗体価、尿蛋白 /クレアチニン比と有意に
相関した。免疫染色ではκ -LC とλ -LC は主に CD138 陽性細胞での産生が認
められた。LC 陽性細胞数は classⅢ /Ⅳ群で CD19 陰性 CD138 陽性細胞数と有
意な相関を認めたが、 CD19 陽性細胞数との相関は認められなかった。尿中
T-FLC 値は CD138 陽性細胞数と有意な相関を認めた。治療前後の比較では、
尿中 T-FLC 値は全症例で有意に低下しており、特に尿中λ -FLC 値は全例で治
療後に測定感度以下まで低下していた。  
【考  察】  
血清 FLC 値は SLE を含む多くの自己免疫性疾患で上昇し、B 細胞や形質細胞
の活性化との関連が指摘されている。一方で尿中 FLC は健常人では低値であり、
非活動期のループス腎炎では尿中 FLC は検出されなかったと報告されている。
活動期のループス腎炎では腎髄質への形質細胞浸潤が疾患活動性と関連してお
り、マウス実験において腎臓に浸潤した long-lived plasma cell からの抗 dsDNA
抗体の産生が報告されている。CD19 陰性 CD138 陽性細胞は long-lived plasma 
cell の表現形であり、今回の検討では LC は主に CD19 陰性 CD138 陽性細胞か
ら産生され、尿中 FLC 値は同細胞浸潤の程度との相関が認められた事から、管
内増殖性ループス腎炎においては long-lived plasma cell の腎への浸潤および局
所での持続性の炎症が活動性に関与している可能性が示唆された。  
【結  論】  
尿中 FLC は管内増殖性ループス腎炎において、非侵襲的な疾患活動性指標とし
て有用である。  
